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商
工
会
行
動
プ
ラ
ン 

  

県
内
の
商
工
会
地
区
で
進
む
少
子
高
齢
化
や
商
工

業
者
が
減
少
し
て
ゆ
く
中
、
こ
れ
か
ら
の
商
工
会
組

織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
商
工
会
は
ど
の
よ
う
な
支

援
を
す
べ
き
か
、
事
業
者
支
援
体
制
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
県
連
よ
り
指
針
が
示
さ
れ
、
す
べ
て
の
商
工
会

は
今
後
10
年
を
見
据
え
た
「
商
工
会
行
動
プ
ラ
ン
」

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
七
戸
町
商
工
会

の
行
動
プ
ラ
ン
策
定
に
当
た
ỵ
て
、商
工
会
⾧
、副
会

⾧
、
商
業
部
会
⾧
、
サ
ổ
ビ
ス
業
部
会
⾧
、
建
設
工
業

部
会
⾧
、
青
年
部
⾧
、
女
性
部
⾧
が
メ
ン
バ
ổ
と
な

り
、９
月
26
日
か
ら
10
月
25
日
に
わ
た
ỵ
て
、地

域
状
況
を
分
析
し
な
が
ら
各
業
種
や
年
代
ご
と
の
支

援
方
針
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
、
11
月
14
日
の

理
事
会
で「
商
工
会
行
動
プ
ラ
ン
」が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。【
関
連
資
料
は
２
面
３
面
に
掲
載
】 

 
 

旧
正
ま
け
る
日 

 商
業
部
会
・
サ
ổ
ビ
ス
業
部
会
で
は
令
和
７

年
２
月
の
「
旧
正
ま
け
る
日
」
に
つ
い
て
、
次
の

通
り
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

◆
期
日 

令
和
７
年
２
月
８
日
(
土
)
※
１ 

◆
企
画 

旧
正
ま
け
る
日
応
援
商
品
券 

(
10
％
お
ま
け
付
き
)
の
発
売 

 

◆
広
報 

商
品
券
取
扱
店
を
新
聞
折
込 

に
て
告
知
し
ま
す
。 

 
◆
詳
細 

全
会
員
に
詳
し
い
案
内
文
書
を 

送
付
い
た
し
ま
す
。 

 

※
１ 

「
統
一
売
り
出
し
日
」
と
し
て
２
月
８
日
を

設
定
し
ま
す
。
参
加
店
は
必
ず
８
日
に
売
出
し

(
ま
た
は
サ
ổ
ビ
ス
企
画
)
を
行
ỵ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
８
日
を
含
め
た
前
後
す
る
期
間
で
実

施
し
て
も
大
丈
夫
で
す
。 

 

■
部
会
・
委
員
会
等
の
活
動
■ 

 

◎
商
業
・
サ
勖
ビ
ス
業
部
会 

 

▽
11
月
15
日
(
金
) 

合
同
幹
事
会 

  

◎
商
業
・
サ
勖
ビ
ス
業
・
建
設
工
業
部
会 

 

▽
11
月
21
日
(
木
)
22
日
(
金
) 

 
 

 
 

 
 

合
同
視
察
研
修
【
函
館
方
面
】 

   

◎
福
利
厚
生
委
員
会 

 

▽
11
月
20
日
(
水
)
委
員
会
開
催 

▽
12
月
13
日
(
金
)
午
後
７
時 

会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

   

◎
青
年
部 

▽
11
月
13
日
(
月
)  

常
任
委
員
会 

   ◎
女
性
部 

▽
10
月
28
日
(
月
)  

常
任
委
員
会 
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七
戸
町
商
工
会
行
動
プ
ラ
ン 

 (
１
) 
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
の
現
状
と
将
来
の
姿 

 

○
自
地
域
の
総
括
的
概
要
と
現
状
課
題 

七
戸
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
稲
作
の
ほ
か
、
に
ん
に
く
、

⾧
い
も
、ト
マ
ト
な
ど
高
品
質
の
野
菜
を
主
に
栽
培
し
て
い
る
。近

年
、第
一
次
産
業
の
就
業
者
比
率
は
著
し
く
減
少
し
、
農
業
の
担
い

手
確
保
が
課
題
と
な
ỵ
て
い
る
。 

二
次
産
業
で
あ
る
工
業
の
事
業
者
数
は
、
令
和
２
年
の
青
森
県
工

業
統
計
調
査
で
は
、
27
事
業
所
、
従
業
者
数
５
９
３
人
、
年
間
製

造
品
出
荷
額
は
８
４
億
２
５
３
８
万
円
と
な
ỵ
て
お
り
、平
成
25

年
と
比
較
す
る
と
、
事
業
者
数
は
１
事
業
所
、
従
業
員
数
で
は
23

人
、
年
間
製
造
品
出
荷
額
で
は
２
０
億
５
０
１
０
円
と
そ
れ
ぞ
れ

減
少
と
な
ỵ
て
い
る
。事
業
所
規
模
は
４
人
以
上
29
人
以
下
が
７

割
を
占
め
、
小
規
模
零
細
企
業
が
大
半
と
な
ỵ
て
い
る
。三
次
産
業

で
あ
る
卸
売
・
小
売
業
の
事
業
者
数
は
、
商
業
統
計
調
査
に
よ
る

と
、
平
成
３
年
が
４
４
２
事
業
所
、
従
業
員
数
１
６
４
６
人
、
平
成

８
年
が
４
２
３
事
業
所
、
従
業
員
数
１
９
５
５
人
で
ピ
ổ
ク
で
あ

ỵ
た
が
、そ
の
後
は
下
降
の
一
途
を
た
ど
ỵ
て
い
る
。
七
戸
町
の
商

工
業
者
は
、
小
規
模
零
細
企
業
が
多
く
景
気
に
左
右
さ
れ
や
す
い

企
業
体
質
で
あ
る
。事
業
主
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
が
進
み
、廃

業
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
商
工
会
脱
退
理
由
の
ト
ỿ
プ
と
な
ỵ
て

い
る
。
加
え
て
、
労
働
者
人
口
の
減
少
、
顧
客
ニ
ổ
ズ
の
多
様
化
、

ネ
ỿ
ト
シ
ἂ
ỿ
ピ
ン
グ
の
普
及
、
道
路
網
の
整
備
に
よ
る
消
費
流

出
、
Ｄ
Ｘ
対
応
の
遅
れ
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
、域
内
経
済
環
境

の
弱
体
化
が
顕
著
に
な
ỵ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
当
町
で
は
平
成

22
年
に
東
北
新
幹
線
七
戸
十
和
田
駅
が
開
業
し
、県
内
外
へ
の
交

通
の
便
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。駅
は
上
北
・
下
北
地
域
の
玄
関
口

と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
に
重
要
な
役
割
を
担
ỵ
て
は
い
る
が
、

駅
前
へ
の
商
業
集
積
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
中
心
部
の
空
洞
化
が

起
き
、
老
朽
化
し
た
空
き
店
舗
が
増
え
て
商
店
街
衰
退
が
著
し
く
、 

 

さ
ら
に
宿
泊
施
設
の
不
足
な
ど
に
よ
り
、
観
光
客
の
取
り
込
み
が
で

き
て
お
ら
ず
、
地
域
の
商
業
者
に
と
ỵ
て
新
幹
線
駅
開
業
メ
リ
ỿ
ト
を

活
か
し
き
れ
て
い
な
い
の
も
課
題
の
一
つ
と
な
ỵ
て
い
る
。 

 

○
人
口
動
態 

現
在
の
町
の
人
口
は
１
万
４
１
５
８
人
で
あ
る
が
、過
去
20
年
ほ
ど

で
約
27
％
(
５
４
０
０
人
余
り
)
減
少
し
て
お
り
、
２
０
４
０
年
に
は

約
９
４
０
０
人
、
２
０
６
０
年
に
は
約
５
０
０
０
人
ま
で
減
少
す
る
と

の
推
計
が
で
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
化
も
進
み
、
２
０
年
ほ
ど
で
労
働
者

人
口
は
60
％
減
少
し
、
65
歳
以
上
の
割
合
も
約
30
％
か
ら
約
40
％

と
な
り
、
少
子
高
齢
化
は
今
後
も
進
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。 

 

○
商
工
業
者
や
小
規
模
事
業
者
の
動
向 

過
去
20
年
ほ
ど
で
小
規
模
事
業
者
は
31
％
減
少
し
た
。
年
率
換
算

で
１
⁔
５
％
減
と
な
り
、
令
和
15
年
に
は
２
３
６
者
へ
減
少
す
る
見
込

み
で
あ
る
。 

 

○
そ
の
他
産
業
構
造
な
ど
特
記
事
項 

当
町
の
中
心
部
を
国
道
４
号
線
が
南
北
に
走
ỵ
て
お
り
、
上
北
道
路

が
七
戸
ま
で
開
通
。
さ
ら
に
野
辺
地
七
戸
道
の
整
備
計
画
も
進
ん
で
お

り
、
新
幹
線
を
含
め
た
交
通
の
利
便
性
は
ま
す
ま
す
向
上
す
る
と
思
わ

れ
、
経
済
的
流
入
よ
り
も
流
出
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。 

 (
２
) 
重
点
推
進
施
策 

 

○
基
本
的
な
考
え
方
(
ビ
ジ
ἂ
ン
) 

急
速
に
減
少
す
る
地
域
人
口
は
、
今
後
さ
ら
に
減
少
が
進
む
と
予
測

さ
れ
ま
す
。
特
に
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
力
と
な
る
生
産
年
齢
人
口
が

減
少
す
る
た
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。 

小
規
模
事
業
者
に
お
い
て
は
、
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

深
刻
化
し
、
新
規
創
業
が
困
難
な
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
事
業

者
が
経
営
の
多
角
化
や
事
業
規
模
の
縮
小
を
迫
ら
れ
、
地
域
経
済
の
衰

退
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 
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こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
会
は
、
事
業
者
の
抱
え
る
課
題
を
抽

出
し
、
綿
密
に
分
析
し
た
上
で
、
経
営
発
達
支
援
計
画
を
策
定

し
、
事
業
者
と
と
も
に
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
発
展
を
促
し
、
ひ
い
て
は
地
域

経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。 

 

○
主
な
重
点
推
進
施
策 

・
伴
走
型
支
援
の
強
化 

 

事
業
者
の
経
営
状
況
や
抱
え
る
課
題
に
応
じ
て
、
き
め
細
や

か
な
支
援
を
提
供
し
、
経
営
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。 

・
新
規
創
業
の
促
進  

若
者
や
女
性
な
ど
、
新
た
な
担
い
手
を
育
成
し
、
地
域
経
済
に

活
力
を
与
え
る
た
め
の
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。 

・
地
域
資
源
の
活
用  

七
戸
町
が
持
つ
豊
か
な
自
然
や
歴
史
文
化
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
か
し
た
事
業
創
出
を
支
援
し
、
地
域
の
魅
力
向
上
を
図
り

ま
す
。 

・
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進  

IT

技
術
の
活
用
に
よ
り
、
事
業
者
の
業
務
効
率
化
を
支
援
し
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
を
促
し
ま
す
。 

・
地
域
商
工
業
の
活
性
化 

持
続
的
な
集
客
サ
イ
ク
ル
の
構
築
を
目
指
し
、
魅
力
あ
る
商

店
街
・
地
域
力
の
向
上
を
図
る
。 

 (
３
)
重
点
推
進
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り

組
み 

 

○
支
援
12
項
目
の
現
状
数
値
と
数
値
目
標
の
達
成 

創
業
支
援
、
事
業
承
継
支
援
、
経
営
革
新
計
画
、
経
営
力
向
上

計
画
、
持
続
化
補
助
金
、
経
営
計
画
策
定
支
援
、
経
営
改
善
普
及

事
業
、
マ
ル
経
融
資
(
件
数
・
金
額
)、
記
帳
継
続
指
導
、
記
帳

機
械
化
、
労
働
保
険
の
12
項
目
に
つ
い
て
は
10
年
後
に
お
い

て
東
北
平
均
値
を
ク
リ
ア
す
る
。 

 

 

(
４
)
実
施
し
得
る
体
制
(
環
境
) 

○
あ
る
べ
き
体
制 

経
営
改
善
普
及
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
来
は
商
工
会

が
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
業
務
で
あ
る
が
、
現
状
は

一
般
事
業
に
多
く
の
業
務
時
間
を
費
や
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
た
め
、
事
務
体
制
の
再
構
築
を
図
り
業
務
の
効

率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
振
興
事
業
や
委
託
団

体
の
事
務
負
担
に
つ
い
て
は
大
胆
な
見
直
し
を
行
う
。 

 

(
５
)
体
制
(
環
境
)
づ
く
り
(
時
間
軸
) 

⾧
期
的
に
考
え
る
と
人
員
削
減
は
既
定
路
線
で
あ
る

た
め
、
今
後
は
マ
ン
パ
ワ
ổ
不
足
を
見
越
し
た
体
制
づ

く
り
が
必
要
と
な
ỵ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
は
役
職
員

一
丸
と
な
ỵ
て
商
工
会
運
営
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
職
員
の
資
質
向
上
、
役
員
に
お
い
て
は

役
割
を
一
層
理
解
し
て
い
く
事
が
必
要
で
あ
る
。 

 

(
６
)
特
記
事
項 

 ○
町
と
の
協
調
体
制
の
確
立
と
安
定
的
な
支
援
の
継
続 

町
が
策
定
し
た
「
総
合
戦
略
」
に
あ
る
創
業
支
援
、

商
店
街
の
活
性
化
、
安
定
し
た
雇
用
の
確
保
に
本
会
と

し
て
も
取
り
組
み
、
拡
大
し
た
事
業
領
域
や
業
務
を
安

定
的
に
遂
行
し
得
る
体
制
強
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
町
と
の
連
携
及
び
協
調
体
制
を
強
化

し
、
商
工
会
に
対
す
る
安
定
的
な
支
援
(
予
算
)
の
確

保
に
つ
い
て
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
町
当
局
及
び

町
議
会
と
の
懇
談
会
を
通
じ
て
、
町
当
局
や
町
議
会
議

員
に
対
し
て
本
会
及
び
本
会
が
取
り
組
む
事
業
に
つ
い

て
一
層
の
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。 

 

 

新
会
員
の
ご
紹
介 

(
令
和
６
年
10
月
ま
で
受
付
分
) 

・
㈲
東
八
甲
田
高
原
農
場 

 

中
村 

    

■
商
工
会
で
は
会
員
へ
の
お
知
ら
せ
を
ホ

ổ
ム
ペ
ổ
ジ
で
随
時
発
信
し
て
お
り
ま
す
。 

http://w
w

w
.aom

orishokoren.or.jp/sh

okokai/shichinohe/ 

   

会
報
の
発
行
は
不
定
期
(
年
４
回
程
度
) 

と
な
り
ま
す
。 

  

■
発
行 

七
戸
町
商
工
会 

青
森
県
上
北
郡
七
戸
町
字
七
戸
48
の
３ 

電
話
０
１
７
６
(
62
)
２
５
２
１ 

FA
X

 
 

 
 

(
62
)
５
２
２
９ 
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